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はじめに
　2020年のノーベル生理学医学賞はC型肝炎ウイル
ス（以下，HCV）発見に関わった英米の科学者３
名に授与され，選考を行ったスウェーデンのカロリ
ンスカ研究所はHCVの発見を「数百万人の命を救っ
た」と称賛した．WHOの試算では世界で少なくと
も5,800万人以上がHCVに感染し，2019年には肝硬
変や原発性肝がん（以下，肝臓がん）により29万人
が死亡したと推定している１）．

HCV感染と肝臓がん
　国立がんセンターがん情報サービスによれば，
2018年に肝臓がんと診断されたのは38,311人（男性
26,163人，女性12,148人）で，25,925人（男性17,032人，
女性8,893人）が亡くなり，主な臓器別のがん死亡
総数では表１に示すとおり第５位（男性５位，女性
６位）となっている２）．
　肝臓がんはなんらかの慢性肝疾患を背景とするこ
とが多いとされるが，第22回全国原発性肝癌追跡調
査によれば肝細胞がん患者に占めるHCV抗体陽性
者の割合は49.2％であり，わが国の肝細胞がん患者

のほぼ 2 人に 1 人がこのウイルス感染と関連してい
たことになる（図１)３）．

わが国におけるHCV感染状況
　1989年のHCV発見以降，わが国では輸血などに
対するスクリーニング体制が整えられ新規感染者は
減少してきている．初回供血者集団を対象とした検
討で，1995年–2000年におけるHCV抗体陽性率は
0.49％であったが，2012年–2016年には0.13％へと低
下していた４）．
　一方，National database（NDB）や全国初回献血
者集団から得られた情報などをもとにして，2015年
時点でのHCV感染者は87万–130万人存在し，半数前
後の65万人は医療機関に通院しているが，それ以外
の感染者は検査を受けたことがないか医療機関を受
診していないのではないかと推計されている５）．

HCV感染の病態
　HCV感染は年齢にかかわらず70％以上が慢性感
染に移行するが，その後自然に排除されることはま
れと考えられている．HCVが感染した肝臓では炎
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